
　

こ
の
タ
イ
ト
ル
は
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
大
阪
・
関
西
万
博

に
お
け
る
日
本
館
の
主
題
で
す
。
こ
の
テ
ー
マ
に
は
私
達
は
、

他
者
と
自
分
、
人
と
自
然
な
ど
、
様
々
な
い
の
ち
と
い
の
ち

の「
あ
い
だ
」
に
生
き
て
い
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
見
つ
め

直
す
と
い
う
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
の
神
宮
式
年
遷
宮
は
、
昨
年
五
月
の
山
口
祭
・
木
本

祭
に
続
き
、
六
月
三
日
に
は
御
神
体
を
お
納
め
す
る
御
樋
代

（
み
ひ
し
ろ
）の
御
用
材
で
あ
る
「
御
樋
代
木
」
を
杣
夫
が
斧

で
切
り
出
す
「
御
杣
始
祭（
み
そ
ま
は
じ
め
さ
い
）」
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
伐
り
出
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
の
切
株
に

杣
夫
が
そ
の
木
の
梢
を
差
し
立
て
る「
鳥
総
立（
と
ぶ
さ
た

て
）」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
木
の
本
末
を
お
戻
し
し
、

幹
を
頂
戴
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
へ
の
感
謝
を
山
の

神
に
伝
え
る
も
の
で
す
（
二
頁
写
真
参
照
）。

　

こ
の
儀
式
は
ま
さ
し
く
、
切
株
と
い
う
「
い
の
ち
」
と
、

梢
と
い
う
「
い
の
ち
」
の
、「
あ
い
だ
」
で
あ
る
幹
を
使
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
感
謝
を
示
す
も
の
で
す
。
私
達
も
、
他

者
と
自
分
、
人
と
自
然
、
祖
先
と
子
孫
な
ど
、
様
々
な
「
い

の
ち
と
、
い
の
ち
の
、
あ
い
だ
に
」
生
か
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
関
西
万
博
日
本
館
の
主
題
や
神
宮
式
年
遷
宮
の
神

事
を
通
じ
て
、
改
め
て
そ
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
機
会
と
し
た

い
も
の
で
す
。

「
い
の
ち
と
、い
の
ち
の
、あ
い
だ
に
」

切り絵『午』　比企善彦   作



大阪・関西万博「大屋根リング」

「大屋根リング」で用いられた貫接合

鳥総立（とぶさたて）日本館

南宮大社でのご解説の様子



＊
南
宮
大
社
に
つ
い
て

【
御
祭
神
】

【
配
祀
】

南宮大社

末社  事平神社

岐阜関ヶ原古戦場記念館



　
　
　
　

十
二
月
三
十
一
日

　
　
　
　

一
月
一
日
午
前
十
時
斎
行

　
　
　
　

一
月
九
日
〜
十
一
日

　
　
　
　

一
月
十
五
日

　
　
　
　

二
月
一
日

　
　
　
　

二
月
三
日

　
　
　
　

二
月
十
一
日

　
　
　
　

四
月
八
日

　
　
　
　

四
月
十
八
日

　
　
　
　

六
月
三
十
日

黒井の清水大茶会

抜穂祭
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